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わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史には
ぐくまれた我孫子の市民です。
あだどじ淀若Iま~由薗教育文化都市をめざす市民と竺再2壷
りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民葱箪を定めます
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにします
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにします
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにします
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで話しあいきまりを守り明るいあびこにします １
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ねたきり高齢者の
歯科診療ｽﾀ■卜
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新
年
度
予
算
な
ど

配
議
案
を
可
決

園
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
制
定
地
方
公
務
員
の
育

児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
い
、
市
職
貝
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
条
例
の
制
定
と
育
児
休

業
の
給
与
に
関
す
る
条
例
を
廃
止

－

４
月
１
日
現
在
に
お
け
る
市
の
髄
歳
以
上
の
人
□
は
、
１
万
７
５
５
人
で
総
人
口
の
８
．
８
パ
ー
セ

ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
割
合
は
年
々
増
え
て
お
り
、
本
市
は
確
実
に
高
齢
化
社
会
へ
進
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
市
で
は
シ
ヨ
ー
ト
ス
テ
イ
や
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
な
ど
様
々
な
高
齢
壱
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
新
た
に
、
我
孫
子
市
歯
科
医
師
会
の
協
力
を
得
て
、
砺
歳
以
上
の

在
宅
の
ね
た
き
り
高
齢
害
を
対
象
に
、
歯
科
の
訪
問
診
療
と
保
健
指
導
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
Ⅱ
健
康
苣
理
課
Ⅱ

新
年
度
予
算
な
ど
を
審
謹
す
る
平
成
４
年
第
１
回
定
例
会

が
、
３
月
３
日
か
ら
相
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
だ
。
冒
頭
、
大

井
市
長
が
述
べ
左
施
政
方
針
と
新
年
度
の
施
策
の
大
綱
は
前
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
議

案
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
提
出
さ
れ
た
謹
案
は
、
新
年
度
予

算
や
公
民
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
な
ど
型
議

案
で
、
す
べ
て
原
案
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

す
る
た
め

画
県
市
町
村
公
平
委
員
会
共
同
設

錘
規
約
の
一
部
改
正
県
市
町
村

公
平
委
員
会
共
同
設
殻
規
約
の
変

更
に
つ
い
て
関
係
地
方
公
共
団
体

と
協
議
す
る
た
め
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園
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

正
被
保
険
者
の
助
産
費
の
支
給

額
を
改
定
す
る
た
め

囮
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正
国
保
税
の
賦
課
限
度
額
を

改
定
す
る
た
め

圏
母
子
家
庭
医
療
蜜
等
の
助
成
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
助
成

の
適
用
対
象
に
父
子
家
庭
を
加
え

る
た
め

画
公
の
施
設
の
区
域
外
設
鍾
の
協

議
市
内
に
柏
市
が
設
證
す
る
公

園
に
つ
い
て
協
議
す
る
た
め

画
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正

火
を
使
用
す
る
設
術
の
変
化
に
対

応
し
た
新
規
定
や
火
災
予
防
上
必

要
な
規
定
の
整
備
及
び
水
張
・
水

圧
検
査
手
数
料
改
定
の
た
め

圏
公
民
館
条
例
の
一
部
改
正
湖

北
地
区
公
民
館
の
建
設
に
伴
い
、

位
置
の
変
更
、
使
用
料
の
設
定
、
条

Ⅱ
健
康
管
理
課
Ⅱ

食
事
は
、
ね
た
き
り
高
齢
者
に

と
っ
て
も
基
本
的
な
こ
と
で
あ

り
、
大
き
な
楽
し
み
の
ひ
と
つ
に

な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
入
れ
歯
の
具
合
や
歯

が
悪
い
た
め
、
お
い
し
い
食
事
が

と
れ
ず
悩
ん
で
い
る
方
も
多
い
こ

と
で
し
ょ
う
。

昨
年
、
市
内
の
在
宅
の
ね
た
き

り
高
齢
者
を
対
象
に
在
宅
歯
科

診
療
制
度
に
つ
い
て
実
態
調
査
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
訪
問
歯
科
診
療

を
希
望
す
る
方
が
多
く
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
市
で
は
在
宅
福
祉
の

充
実
を
図
る
た
め
、
我
孫
子
市
歯

科
医
師
会
の
協
力
を
得
て
、
錨
歳

以
上
で
在
宅
の
ね
た
き
り
高
齢
者

を
対
象
に
、
今
年
度
か
ら
歯
科
の

訪
問
診
療
と
保
健
指
導
を
行
い
ま

文
整
術
を
行
う
た
め

囮
社
会
教
育
指
導
員
設
置
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
公
民
館
事

業
を
強
化
す
る
た
め
、
社
会
教
育

指
導
員
の
定
数
改
定
を
行
う
も
の

画
平
成
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

圏
平
成
３
年
度
特
別
会
計
補
正
予

算
国
民
健
康
保
険
事
業
（
第
２

号
）
、
土
地
区
画
整
理
事
業
（
第
１

号
）
、
公
共
下
水
道
事
業
（
第
３

号
）
、
老
人
保
健
（
第
２
号
）

画
平
成
４
年
度
一
般
会
計
予
算

画
平
成
４
年
度
特
別
会
計
予
算

国
民
健
康
保
険
事
業
、
土
地
区
画

整
理
察
業
、
公
共
下
水
道
事
業
、
手

賀
沼
浄
化
事
業
、
老
人
保
健

園
平
成
４
年
度
水
道
事
業
会
計
予

算囮
常
勤
の
特
別
職
の
職
員
の
給
与

等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

す
。
こ
の
制
度
は
、
訪
問
診
療
を
希

望
す
る
方
の
申
諮
に
基
づ
い
て

歯
科
術
生
士
と
保
健
婦
が
調
査
に

伺
い
、
該
当
者
に
は
歯
科
医
師
が

訪
問
診
査
を
行
い
、
治
療
が
必
要

と
判
定
さ
れ
た
場
合
、
ご
家
庭
で

歯
科
診
療
が
受
け
ら
れ
る
と
い
う

も
の
で
す
（
右
図
参
照
）
。

こ
れ
ま
で
、
ね
た
き
り
状
態
の

た
め
、
歯
科
診
療
を
あ
き
ら
め
て

▼ねたきり高齢者訪問歯科診療制度の流れ
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65歳以上の在宅の

ねたきり高齢者 ｝
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い
た
方
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。▼
対
象
者
市
内
に
居
住
す
る
妬

歳
以
上
の
在
宅
ね
た
き
り
高
齢
者

で
、
通
院
に
よ
る
歯
科
診
療
を
受

け
る
こ
と
が
不
可
能
な
方

▼
申
込
方
法
健
康
管
理
課
（
保

健
セ
ン
タ
ー
）
へ
、
本
人
ま
た
は
家

族
の
方
が
直
接
か
電
話
で

▼
内
容
歯
科
医
師
に
よ
る
訪
問

診
蚕
と
診
療
（
主
に
入
れ
歯
の
調

こ
う
く
う

整
や
口
腔
内
洗
浄
な
ど
）
、
歯
科

衛
生
士
に
よ
る
口
腔
衛
生
指
導
な

ど▼
菱
用
原
則
と
し
て
保
険
診
療

（
老
人
医
療
の
受
給
者
証
が
使
用

で
き
ま
す
）

▼
問
い
合
わ
せ
健
康
管
理
課
歯

科
衛
生
士
壷
（
卸
）
１
１
３
１
へ

市
議
会
議
員
の
海
老
原
忠
道

氏
が
、
３
月
塑
日
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
鎚
歳
。

一

海
老
原
忠
道
議
員
死
去

ご訪問

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

海
老
原
氏
は
昭
和
砲
年
我
孫
子

市
議
会
議
員
選
挙
に
当
選
以
来
、

２
期
５
年
に
わ
た
り
市
の
た
め
に

尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
総
務
企
画
常
任
委
員

会
副
委
員
長
、
予
算
審
査
特
別
委

員
会
委
員
な
ど
を
歴
任
し
、
円
滑

な
議
会
運
営
と
市
の
発
展
に
多
大

イ
ベ
ン
卜
凹

八
２
日
（
土
）
ｖ

◎
第
６
回
花
極
・
第
４
回
花
鐘
設

計
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
（
午
前
、

時
か
ら
）

〈
花
魂
コ
ン
ク
ー
ル
〉

＊
小
学
校
の
部
優
秀
賞
…
我
孫

子
第
二
小
、
優
良
賞
…
湖
北
台
東

小
、
我
孫
子
第
一
小
、
布
佐
南
小

努
力
賞
．
。
●
新
木
小
、
根
戸
小
、
市
緑

化
推
進
協
力
会
会
長
賞
・
・
・
並
木

小
、
布
佐
小
＊
中
学
校
の
部

優
秀
糞
…
久
寺
家
中
＊
一
般
の

ま
ち
の
緑
が
美
し
く
、
植
木
な

ど
庭
の
手
入
れ
に
最
適
な
時
期
に

な
り
ま
し
た
。

恒
例
と
な
っ
た
植
木
ま
つ
り
も

今
年
で
８
回
目
を
迎
え
ま
す
。
会

場
で
は
、
草
花
や
植
木
、
薬
剤
な
ど

を
市
価
よ
り
安
く
販
売
。

ま
た
、
花
や
わ
た
あ
め
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
、
も
ち
つ
き
大
会
な
ど
楽
し

い
催
し
物
も
あ
り
ま
す
。
ご
家
族

お
そ
ろ
い
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
５
月
２
日
（
土
）
、
３
日
（
祝
）

午
前
川
～
午
後
４
時
（
小
雨
決
行
）

場
所
手
賀
沼
公
園
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場

※
雨
天
の
場
合
、
催
し
物
に
変
更
が
あ
り
ま
す

綱
植
木
ま
つ
り
一

な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

な
お
、
生
前
の
ご
功
繊
に
報

い
、
去
る
４
月
狸
日
、
我
孫
子
第

三
小
学
校
体
育
館
に
お
い
て
、

我
孫
子
市
議
会
葬
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

部
優
良
賞
…
河
村
正
義
さ
ん
（
新

木
）

〈
花
極
設
計
コ
ン
ク
ー
ル
〉

＊
市
長
賞
…
中
村
陽
子
さ
ん
（
天

王
台
）
＊
市
緑
化
推
進
協
力
会

会
長
賞
…
白
沢
嘉
津
代
さ
ん
（
緑
）

◎
園
芸
用
ハ
サ
ミ
研
ぎ
（
午
前
、

時
か
ら
）
先
着
１
０
０
名
で
１
人

１
丁
。
大
３
０
０
円
、
小
２
０
０
円

（
収
益
は
緑
の
基
金
に
寄
付
）

◎
わ
た
あ
め
無
料
配
布
（
午
後
１

時
即
分
か
ら
）

八
３
日
（
祝
）
ｖ

◎
あ
ゆ
み
の
郷
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
無
料
乗

車
券
配
布
（
午
後
１
時
か
ら
）
先
着

２
０
０
名
（
子
ど
も
の
み
）

◎
チ
ビ
ッ
コ
も
ち
つ
き
大
会
（
午

後
２
時
か
ら
）
無
料

八
２
日
。
３
日
ｖ

◎
花
の
無
料
配
布
（
午
前
ｎ
時
か

ら
）
先
潜
２
０
０
０
名

◎
園
芸
教
室
（
午
後
２
時
か
ら
３

時
）
テ
ー
マ
は
楽
し
い
庭
づ
く
り

◎
園
芸
相
談
（
随
時
）

▼
問
い
合
わ
せ
公
園
緑
地
課’
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444園ﾌ團圖圖万円
らぎのまち”を実現するための施策を推進

予算
特集号

I

部
寺

平
成
４
年
度
予
算
は
第
１
回
市
議
会
定
例
会
で
可
決
成
立
し
ま
し
た
。
予
算
の
概
要
は
、
一
般
会

計
が
２
７
７
億
４
０
０
０
万
円
（
前
年
度
比
７
．
０
評
の
増
）
、
特
別
会
計
が
１
１
６
億
９
５
０
０
万

円
（
同
０
．
３
評
の
増
）
、
水
道
事
業
会
計
が
印
億
４
０
６
６
万
円
（
同
侶
・
７
計
の
増
）
に
な
っ
て

い
ま
す
。
以
上
を
合
計
し
た
市
の
総
予
算
は
４
４
４
億
７
５
６
６
万
円
。
前
年
度
と
比
較
す
る
と

５
．
９
パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
び
と
な
り
、
一
般
会
計
は
国
、
県
の
予
算
の
伸
び
を
上
回
る
積
極
的
予
算

で
す
。
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
生
活
関
連
・
福
祉
施
策
の
充
実
や
福
祉
・
教
育
・
防
災
な
ど
の

各
施
設
の
整
備
を
進
め
る
一
方
、
基
本
構
想
で
描
か
れ
た
将
来
の
く
ら
し
と
ま
ち
の
姿
を
実
現
す

る
た
め
、
第
二
次
基
本
計
画
の
中
で
、
市
が
総
力
を
挙
げ
取
り
組
ん
で
い
る
７
つ
の
重
点
事
業
（
①

手
賀
沼
対
策
事
業
の
推
進
②
コ
ミ
ュ
ー
ー
テ
イ
行
政
の
推
進
③
国
際
化
へ
の
対
応
④
福
祉
の
総
合
的

推
進
⑤
生
涯
学
習
の
推
進
⑥
情
報
公
開
・
地
域
情
報
化
の
推
進
⑦
中
心
拠
点
・
地
区
拠
点
づ
く
り
）

を
中
心
に
効
率
的
な
財
源
配
分
を
行
い
ま
し
た
。
Ⅱ
問
い
合
わ
せ
財
政
課
Ⅱ

一 般会計

〃ｱ億400⑥万円

が

市
の
基
本
と
な
る
一
般
会
計
の

歳
入
は
、
主
要
財
源
と
な
る
市
税

が
１
８
０
億
２
４
０
５
万
円
で
、

全
体
収
入
の
髄
許
を
占
め
て
い
ま

す
。
前
年
度
と
比
べ
る
と
約
、
億

６
０
０
０
万
円
の
増
（
前
年
度
比

６
．
３
軒
増
）
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
は
鍛
近
景
気
に
か
げ
り

が
み
え
て
い
ま
す
が
、
個
人
市
民

税
に
つ
い
て
は
あ
る
程
度
の
伸
び

〆
〆

収
入
の
あ
ら
ま

－

般

会
（

計）

が
期
待
で
き
る
た
め
で
す
。

国
庫
支
出
金
は
追
憶
６
６
４
７

万
円
を
計
上
。
こ
れ
は
福
祉
施
莱

に
伴
う
国
庫
負
担
金
の
ほ
か
、
施

設
建
設
、
都
市
基
盤
整
備
に
伴
う

袖
助
金
な
ど
が
中
心
で
す
。
な
お
、

前
年
度
に
比
べ
４
．
９
軒
減
と
な

っ
て
い
ま
す
。
繰
入
金
は
前
年
度

比
“
・
２
軒
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
財
政
調
整
韮
金
等
を
取

1

●

歳
入
LL

り
崩
し
、
そ
の
事
業
饗
に
あ
て
る

播
孟
を
と
っ
た
も
の
で
す
。
市
値

は
巧
億
３
８
０
０
万
円
（
前
年
度

比
０
．
３
詩
増
）
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

ま
た
、
前
年
度
は
普
通
交
付
税

が
交
付
さ
れ
な
い
不
交
付
団
体
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
今
年
度
の
地

方
交
付
税
は
、
特
別
交
付
税
分
の

み
１
億
２
０
０
０
万
円
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。
（
不
交
付
団
体
と
は
、

一
般
的
に
は
基
準
財
政
収
入
額
が

基
準
財
政
需
要
額
を
越
え
る
財
源

超
過
団
体
を
い
い
、
超
過
額
が
多

い
ほ
ど
財
政
力
の
豊
か
な
団
体
と

い
え
ま
す
。
）

個
人
・
法
人
市
民
税
、
固
定
寅
産

税
、
軽
自
動
車
税
な
ど
市
民
が
直

接
納
付
す
る
税
金
の
ほ
か
、
市
た

ば
こ
税
な
ど
間
接
的
な
税
金
も
含

ま
れ
ま
す
。

＊
市
民
税
１
２
０
億
８
１
５
０

万
円
＊
固
定
資
産
税
“
億
１
７
０
３

〆

生
活
関
連
・
福
祉
施
策
の
充
実
を

|、
領 繍鼠

27

万
6

4

1”

幻
万
６
４
４
９
円 階 ＆

万
円
＊
都
市
計
画
税
、
億
５
９
８
３

万
円
＊
市
た
ば
こ
税
３
億
７
８
３
９

万
円
＊
軽
自
動
車
税
４
１
２
１
万
円

＊
そ
の
他
４
６
０
９
万
円

市
民
会
館
や
市
民
プ
ー
ル
な
ど

の
公
の
施
設
の
使
用
料
、
戸
籍
や

税
関
係
な
ど
の
証
明
手
数
料
、
ゴ

ミ
処
理
手
数
料
な
ど
市
の
条
例
や

規
則
に
基
づ
い
て
収
入
さ
れ
る
盃

金
で
す
。

多
額
な
費
用
が
必
要
な
事
業
に

対
し
て
市
が
長
期
的
に
わ
た
っ
て

借
り
入
れ
る
査
金
で
、
将
来
の
収

入
に
よ
っ
て
返
済
し
ま
す
。

こ
の
盗
金
は
市
営
住
宅
建
設
事

業
や
（
仮
称
）
西
部
福
祉
セ
ン
タ
ー

建
設
事
業
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

〆

！

使
用
料
・
手
数
料

〆

り

'1
３
万
６
座
２
０
円Ｉ

川
万
１
２
３
０
円

’ I市民税(個人）固定資産税都市計画税
、

条
例
な
ど
に
基
づ
き
市
が
収
入

す
る
盗
金
で
、
保
育
料
や
老
人
ホ

ー
ム
入
所
者
負
担
金
な
ど
も
こ
れ

＝、
全
国
の
地
方
自
治
体
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
均
衡
を
図
る
た
め
、
各

自
治
体
の
財
政
力
に
応
じ
て
国
が

配
分
す
る
交
付
金
で
す
。

法
令
に
基
づ
き
市
が
行
う
仕
事

や
市
が
行
う
特
定
の
事
業
に
つ
い

て
国
か
ら
支
出
さ
れ
る
交
金
で
、

公
私
立
保
育
圃
支
出
金
、
生
活
保

謹
支
出
金
、
老
人
措
謹
支
出
金
な

ど
の
ほ
か
、
区
画
整
理
急
道
路
な
ど

都
市
基
盤
整
備
事
業
や
施
設
建
設

事
業
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

／

11
〆

’

昭
億
６
６
４
７
万
円

〆

艮

’
〃

’ 水
道
事
業
は
今
年
度
、
第
４

次
拡
張
事
業
の
３
年
目
に
あ
た

り
、
送
・
配
水
管
網
の
整
術
、

地
震
や
渇
水
等
の
災
害
に
強
い

水
道
施
設
の
整
備
、
湖
北
台
浄

水
場
の
高
度
浄
水
処
理
施
設
の

建
設
な
ど
の
事
業
を
推
進
す
る

た
め
、
下
表
の
と
お
り
職
種
的

な
予
算
を
計
上
。
今
年
度
は
前

年
比
過
・
７
諦
増
の
即
億
４
０

国
庫
支
出
金

水
道
事
業
会

帥
億
４
０
６
６
万
円

、 &

一
定
の
行
政
目
的
の
た
め
に
、

県
か
ら
市
に
対
し
て
支
出
さ
れ
る

黄
金
で
、
国
庫
支
出
金
と
性
格
が

似
て
お
り
、
各
種
の
福
祉
・
保
健
施

策
な
ど
の
ほ
か
、
（
仮
称
）
西
部
福

祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
建
設
事
業
に

も
使
わ
れ
ま
す
。

財
源
調
整
の
た
め
獄
み
立
て
た

基
金
や
、
布
佐
駅
橋
上
化
事
業
な

ど
特
定
目
的
基
金
か
ら
繰
り
入
れ

る
査
金
で
す
。

前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
で
、
節

約
や
合
理
化
な
ど
に
よ
り
生
じ
る

予
定
の
も
の
で
す
。

６
６
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
事
業
は
、
久
寺
家
浄
水
場

の
配
水
ポ
ン
プ
増
設
、
遠
方
監
視

装
霞
設
備
、
妻
子
原
浄
水
場
・
湖
北

台
浄
水
場
間
送
水
管
布
設
、
船
戸

地
先
配
水
管
布
設
、
青
山
台
及
び

若
松
地
区
の
配
水
管
布
設
替
毒
鉛

管
布
設
替
及
び
漏
水
防
止
対
策
、

水
道
事
業
ト
ー
タ
ル
管
理
・
〉
ス
テ

ム
開
発
等
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

ｉ
ｌ

,｜

’ 繰
越
金

６
億
円

に
含
ま
れ
ま
す
。

繰
入
金

面
ざ
■
日
日
Ｂ
Ｕ
Ｒ
ｌ
Ｂ
Ｂ
臥
日
■
■
昂
四

’
凶 、

ｑ
平
成
４
年
度
水
道
寧
蕊
会
計
の
予
算

予算（対前年度比）項目
地
方
謹
与
税
、
自
動
車
取
得
税

交
付
金
、
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
交
付

金
、
利
子
割
交
付
金
、
財
産
収
入
、

寄
付
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

〆

厚生年金保険。国民年金 創
憶
６
０
０
３
万
円

2,358,922千円(-1.3%)収益的収入
年
金
保
険
、
国
民
年
金

祇
立
金
等
を
地
方
公
共

団
体
等
を
通
じ
て
、
社

会
福
祉
施
設
、
レ
ク
リ

エ
ー
、
ン
ヨ
ン
施
設
等
の

整
備
な
ど
福
祉
の
地
進

と
生
活
の
向
上
に
役
立

て
ら
れ
て
い
ま
す
。

５
月
に
開
館
が
予
定

さ
れ
て
い
る
湖
北
地
区

公
民
館
及
び
現
在
、
建

設
中
の
（
仮
愁
西
部
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
建
設
費

の
財
源
に
は
、
年
金
穣

立
金
還
元
融
資
資
金
が

充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

還
元
融
査
は
、
厚
生

2,852,711千円（-4.8％）収益的支出

ｕ
や
Ｉ

言
一
画

1,084,450千円(+84.5%)資本的収入

’ 2,187,947千円(＋52.5％）資本的支出

L ノ良

１
８
０
億
２
４
０
５
万
円

市

税

帽
億
３
８
０
０
万
円

市

債

３
億
３
５
３
０
万
円

４
億
８
３
０
１
万
円

分
担
金
・
負
担
金

１
億
２
０
０
０
万
円

地
方
交
付
税

６
億
８
１
１
５
万
円

県
支
出
金

別
億
３
１
９
９
万
円

そ
の
他
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尋 総前年度比
5．9％の増

特別会計は一般会計とは別に、特定の事業を

行うために特定の歳入をもってその歳出にあて

る会計をいいます｡今年度は、5会計総額で前年

度比0.3鰯増の’'6億9500万円を計上していま

す。（かっこ内は対前年度比） 洲
一

財
源
は
国
民
健
康
保
険
税
、
国

庫
支
出
金
等
で
賄
わ
れ
、
被
保
険

者
の
疾
演
負
傷
、
出
産
死
亡
な

ど
の
給
付
事
業
に
諏
億
１
０
０
０

万
円
（
３
．
８
替
増
）
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

財
源
は
支
払
基
金
交
付
金
、
国

庫
支
出
金
、
県
支
出
金
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
金
等
で
、
老
人
保
健

法
に
基
づ
く
医
療
給
付
費
支
払
い

が
主
な
事
業
で
す
。

予
算
額
は
、
詣
億
９
２
０
０
万

国
民
健
康
保
険
事
業

老
人
保
健

総
額
１
１
６
億
９
５
０
０
万
円

§

財
源
は
県
及
び
手
賀
沼
を
取
り

ま
く
４
市
３
町
の
負
担
金
や
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
等
で
賄
わ

れ
、
手
蛮
沼
浄
化
の
た
め
の
事
業

と
し
て
ホ
テ
イ
ア
オ
イ
の
植
栽
、

ア
オ
コ
の
回
収
、
雑
排
水
モ
デ
ル

事
業
負
担
金
な
ど
の
事
業
に
１
億

８
２
０
０
万
円
（
８
．
１
計
減
）
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

円
（
５
．
６
諦
増
）
を
計
上
し
て
い

ま
す
。手

賀
沼
浄
化
事
業

公
共
下
水
道
事
業

財
源
は
下
水
道
使
用
料
、
国
庫

目
的
別
に
み
た
一
般
会
計
の
歳

出
内
訳
は
、
土
木
費
が
全
歳
出
の

犯
涛
を
占
め
、
前
年
度
に
比
べ
３
．

４
計
減
少
な
が
ら
今
年
度
も
ト
ッ

プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

総
務
費
は
、
前
年
度
に
比
べ
詔

評
の
増
加
に
な
り
、
市
役
所
事
務

の
Ｏ
Ａ
化
事
業
、
我
孫
子
駅
貨
物

線
跡
地
利
用
施
設
建
設
事
業
な
ど

の
予
算
を
計
上
。
ま
た
、
今
年
度
が

継
続
費
の
最
終
年
度
に
当
た
る
ご

み
焼
却
炉
増
改
造
事
業
の
支
出
が

増
え
る
た
め
、
衛
生
費
が
即
６
軒

と
大
幅
に
伸
び
て
い
ま
す
。

（
仮
称
）
西
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
建

設
事
業
、
心
身
障
害
者
福
祉
作
業

所
建
設
事
業
を
行
な
う
民
生
費

と
、
布
佐
中
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

教
室
等
増
築
事
業
、
白
山
中
学
校

給
食
施
設
整
備
事
業
を
実
施
す
る

財
源
は
主
に
保
留
地
処
分
金
で

賄
わ
れ
、
天
王
台
、
柴
崎
、
中
峠
地

区
の
３
事
業
に
総
額
９
億
８
３
０

０
万
円
壺
・
９
智
減
）
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

支
出
金
、
地
方
債
な
ど
の
ほ
か
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
等
で
賄
わ

れ
、
・
歳
出
で
は
建
設
費
用
に
翠
億

１
８
０
０
万
円
、
下
水
道
普
及
費

用
に
４
億
７
０
０
０
万
円
、
そ
の

他
手
黄
沼
流
域
下
水
道
維
持
管
理

負
担
金
に
２
億
６
８
３
２
万
円
な

ど
の
事
業
費
を
見
込
ん
で
、
総
額

記
憶
２
８
０
０
万
円
（
６
．
９
計

増
）
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

ほ
ば
憎
侭
Ⅲ
使
い
惨
陥
に

土
地
区
画
整
理
事
業

一

’
算
の
使
い
み
ち

般
今
云

計
我
孫
子
駅
南
北
都
市

改
造
事
業
の
推
進

一
般
市
道
や
都
市
計
画
道
路
、

区
画
整
理
、
公
園
、
排
水
対
策
な
ど

快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
都

市
施
設
整
備
や
環
境
整
備
事
業
を

中
心
と
し
た
投
資
的
な
経
費
が
支

出
さ
れ
ま
す
。

＊
我
孫
子
駅
南
北
都
市
改
造
事
業

〃
億
９
８
０
０
万
円

＊
道
路
整
備
事
業
（
若
松
道
路
、
手

賀
沼
公
園
久
寺
家
線
、
利
根
川
サ

イ
ク
リ
ン
グ
道
路
ほ
な
６
億

７
８
９
３
万
円

＊
排
水
対
策
事
業
（
関
東
幹
線
、
久

寺
家
排
水
路
、
金
谷
排
水
機
場
ほ

か
）
６
億
２
８
９
０
万
円

＊
市
営
住
宅
小
暮
団
地
建
設
事
業

４
億
３
９
１
４
万
円

＊
公
園
整
備
事
業
（
根
戸
船
戸
緑

地
、
宮
ノ
森
公
園
、
湖
北
台
中
央
公

園
ほ
か
）
１
億
２
０
８
９
万
円

＊
布
佐
駅
東
側
土
地
区
画
整
理
事

業
４
０
０
０
万
円

＊
ふ
る
さ
と
手
黄
沼
ふ
れ
あ
い
計

画
事
業
（
平
成
５
年
度
ま
で
の
継

続
費
竜
五
本
松
公
園
に
ア
ス
レ
チ

ッ
ク
等
の
整
備
ほ
か
）
３
０
０

０
万
円

＊
市
民
の
森
整
備
事
業
（
布
佐
地

区
）
１
５
０
０
万
円

＊
新
木
駅
南
側
土
地
区
画
整
理
助

成
金
１
１
７
０
万
円

＊
都
市
計
画
基
本
構
想
見
直
し
事

業
８
０
０
万
円

＊
曇
観
形
成
基
本
計
画
策
定
事
業

７
０
０
万
円

＊
生
産
緑
地
地
区
指
定
事
業
関
係

６
０
０
万
円

教
育
費
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
い
ま

す
。
主
な
予
算
の
使
い
み
ち
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

土
木
費

●

ｒ
亀
Ｕ
Ｉ
３
七

歳

出

企
画
調
整
事
務
、
財
務
・
財
産
管

理
事
務
、
戸
籍
、
統
計
、
課
収
税
、

選
挙
な
ど
の
市
の
管
理
的
業
務
を

行
う
経
裁
が
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
。＊
布
佐
駅
橋
上
駅
舎
建
設
亭
業

（
負
担
金
）
５
億
４
０
７
３
万
円

＊
我
孫
子
駅
貨
物
線
跡
地
利
用
施

設
建
設
事
業
（
平
成
６
年
度
ま
で

の
継
続
費
）
５
億
１
８
６
５
万

円＊
白
山
及
び
我
孫
子
駅
南
口
仮
設

自
転
車
駐
車
場
整
備
事
業
１
０

０
０
万
円

＊
火
葬
場
み
た
ま
苑
建
設
事
業

（
負
担
金
）
１
億
４
４
９
５
万

円＊
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

（
平
成
５
年
度
ま
で
の
継
続
費
）

６
４
６
０
万
円

＊
（
仮
称
）
新
木
地
区
近
隣
セ
ン
タ

ー
建
設
及
び
新
木
地
区
。
湖
北
台

地
区
ま
ち
づ
く
り
協
睡
会
設
壷
事

業
２
３
０
０
万
円

＊
交
通
安
全
対
策
施
設
設
逼
事
業

１
８
０
０
万
円

＊
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）
エ
ス
パ
内
公
共
施
設
導
入
事

業
１
５
０
０
万
円

＊
地
域
防
災
カ
ル
テ
策
定
事
業

８
０
０
万
円

＊
国
際
化
推
進
及
び
都
市
間
交
流

推
進
事
業
６
６
４
万
円

＊
情
報
公
開
制
度
化
準
備
事
業

蛇
万
円

＊
市
民
会
館
管
理
運
営
委
託
事
業

１
億
４
７
９
１
万
円

＊
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰

出
金
ｎ
億
円

白
山
中
学
校
給
食

施
設
を
整
備

教
育
委
員
会
を
中
心
と
す
る
子

教
育
費

我
孫
子
駅
貨
物
線
跡
地
利

用
施
設
建
設
事
業
の
推
進

総
務
費

総
合
的
な
社
会
福
祉
の
充
実
を

図
り
、
必
要
な
援
謹
を
行
う
た
め

の
経
蕊
が
支
出
さ
れ
ま
す
。

＊
（
仮
称
）
西
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
建

設
及
び
運
営
専
業
２
億
４
４
０

２
万
円

＊
心
身
障
害
者
福
祉
作
業
所
建
設

算
で
、
小
中
学
校
の
維
持
管
理
、
社

会
教
育
、
公
民
館
、
文
化
事
業
、
保

健
体
育
事
業
な
ど
教
育
関
係
の
事

業
に
関
す
る
経
識
が
支
出
さ
れ
ま

す
。＊

白
山
中
学
校
給
食
施
設
及
び
備

品
整
備
事
業
２
億
４
４
３
７
万

円＊
布
佐
中
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教

室
等
増
築
事
業
２
億
２
０
７
０

万
円
＊
我
孫
子
中
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

教
室
整
備
事
業
４
０
０
０
万
円

＊
中
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導
入
事

業
（
備
品
な
ど
）
７
３
０
８
万

円＊
布
佐
小
学
校
大
規
模
改
造
及
び

給
食
室
改
修
事
業
９
２
５
８
万

円＊
青
少
年
野
外
活
動
施
設
（
キ
ャ

ン
プ
場
）
整
備
事
業
７
４
２
２

万
円
＊
新
木
南
部
遺
跡
群
ほ
か
発
掘
鯛

査
事
業
４
６
０
０
万
円

＊
生
活
科
新
設
に
伴
う
整
備
事
業

及
び
備
品
。
消
耗
品
購
入
３
７

９
０
万
円

＊
私
立
幼
稚
園
等
補
助
金
の
増
額

（
補
助
額
・
補
助
対
象
の
拡
大
分
）

２
３
９
５
万
円

＊
教
育
研
究
所
設
立
事
業
１
８

０
０
万
円

＊
湖
北
地
区
公
民
館
運
営
事
業

７
１
５
０
万
円

＊
図
書
館
運
営
亭
業
２
億
５
７

７
２
万
円

＊
鳥
の
博
物
館
運
営
事
業
１
億

３
２
９
５
万
円

福
祉
総
合
計
画

の
策
定
に
着
手

民
生
實

１

事
業
１
億
７
５
２
６
万
円
還
金
で
す
。

難
齢
蝿
影
鯉
っ
泥
議
会
費

０
０
万
円

市
民
の
声
を

＊
福
祉
塗
勗
画
の
策
定
（
平
成
市
政
に
反
映

５
年
度
ま
で
の
継
続
費
）
１
０
０

０
万
円
市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ

＊
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
日
除
増
築
エ
る
た
め
、
市
長
の
提
案
す
る
条
例

事
９
７
２
万
円
や
予
算
、
決
算
な
ど
を
審
識
す
る

＊
老
人
ホ
ー
ム
入
所
時
診
断
書
料
議
会
活
動
を
行
う
経
費
が
支
出
さ

等
助
成
事
業
鉦
万
円
れ
ま
す
。

率
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
‐
運
商
工
費

営
事
業
１
億
１
０
４
２
万
円

＊
糟
神
薄
弱
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
商
工
業
の

嬉
率
琴
健
騨
織
鐸
蘂
鐸
録
諏
詔
計
振
興
の
た
め
に

繰
出
金
１
億
４
９
０
０
万
円
商
業
、
工
業
、
観
光
の
振
興
や
消

衛
生
費
繩
蛎
鵡
の
予
錬
が
計
上
さ

廃
食
油
回
収
＊
商
ェ
業
振
興
事
業
２
億
２
４

を
実
施
５
２
万
円
＊
石
け
ん
利
用
推
進
な
ど
消
費
生

衛
生
的
で
健
康
な
生
活
環
境
の
活
対
策
事
業
３
６
７
５
万
円

維
持
・
向
上
の
た
め
清
掃
事
業
公
＊
観
光
案
内
板
作
成
な
ど
観
光
振

害
対
策
泰
業
な
ど
市
民
生
活
に
直
興
事
業
２
９
９
３
万
円

結
し
た
経
費
が
支
出
さ
れ
ま
す
。

＊
ご
み
焼
却
炉
襄
造
事
業
ｕ
農
林
水
産
業
費

億
２
６
１
万
円

市
民
農
園
の

燐
識
溌
霞
蕊
軸
整
備
に
着
手

３
億
２
８
０
５
万
円
腱
業
、
水
産
業
の
基
盤
整
備
、

＊
家
庭
一
三
完
全
週
２
回
収
集
事
近
代
化
等
を
行
う
た
め
の
経
費
が

業
５
０
０
０
万
円
支
出
さ
れ
ま
す
。

＊
自
然
牽
境
鯛
査
（
水
生
生
物
編
＊
手
黄
沼
地
区
潅
水
防
除
事
業

及
び
古
利
根
自
然
環
境
調
査
）
（
負
担
金
）
１
３
０
２
万
円

１
６
０
０
万
円
＊
市
民
屡
園
整
備
事
業
（
手
賀
沼

＊
廃
食
油
回
収
事
業
１
３
０
０
地
区
）
７
９
１
万
円

万
円率
合
併
処
篝
化
槽
設
置
促
進
事
消
防
費

業
補
助
金
９
０
０
万
円

化
学
消
防
ボ
ン

＊
ア
ォ
コ
回
収
シ
ス
テ
ム
運
転
維
プ
車
を
整
備

持
管
理
業
務
４
３
１
万
円

公
債
費
の
纐
鰄
灘
鵠
瀧
繍

昨
年
に
比
べ
と
安
全
を
守
た
め
の
経
費
が
計
上

０
．
５
％
の
減
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊
常
備
消
防
蜜
ｎ
億
３
６
７
８

地
方
侭
（
市
が
財
源
調
達
の
た
方
円

め
に
借
り
入
れ
る
蛮
金
）
の
元
金
、
＊
非
常
備
消
防
輩
５
４
３
４
万

利
子
の
支
払
い
な
ど
に
あ
て
る
綾
円

－
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西

顕

合併処理浄化槽のご利用を
申請窓口が終末処理センターに変更

4

市
で
は
、
生
活
排
水
の
汚
れ
を

浄
化
す
る
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

鐙
す
る
場
合
に
、
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
申
請
窓
口

が
、
４
月
か
ら
生
活
環
境
課
終
末

処
理
セ
ン
タ
ー
に
変
わ
り
ま
し
た
。

合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
し
尿
の

ほ
か
へ
台
所
や
洗
罷
、
風
呂
な
ど
の

排
水
も
併
せ
て
処
理
す
る
浄
化
槽

で
生
活
排
水
の
汚
濁
物
貨
を
、

分
の
１
以
下
に
減
ら
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
、

ノ

手賀沼とその周辺

カラー4ツ切判で横版

6月1日から30日

レテーマ

レ規格

し募集期間

こ
の
浄
化
槽
設
孟
に
伴
う
補
助

は
、
新
築
、
増
改
築
等
は
も
と
よ

り
、
単
独
処
理
浄
化
槽
や
く
み
取

り
便
槽
か
ら
の
切
り
替
え
に
つ
い

て
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
補
助
対
象
地
域
公
共
下
水
道

事
業
計
画
の
認
可
区
域
並
び
に
地

域
し
尿
処
理
施
設
等
の
区
域
を
除

く
地
域

▼
補
助
対
象
浄
化
槽
、
人
以
下

の
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
で
、
Ｂ

Ｏ
Ｄ
（
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
）

ク
リ
ー
ン
手
賀
沼
推
進
協
議
会

で
は
、
今
年
も
手
焚
沼
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

応
募
作
品
の
中
か
ら
優
秀
な
も

の
を
表
彰
す
る
と
と
も
に
、
季
節

に
あ
っ
た
作
品
を
１
９
９
３
年
版

「
手
賀
沼
カ
レ
ン
ダ
ー
」
に
使
用

し
ま
す
。

手
蛮
沼
が
も
つ
自
然
の
美
し
さ

や
手
賀
沼
と
人
々
と
の
心
暖
ま
る

ふ
れ
あ
い
な
ど
、
あ
な
た
の
そ
し

て
家
族
の
自
信
作
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ

の
除
去
率
が
卯
％
以
上
、
放
流
水

貨
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
１
澱
あ
た
り
郡
ミ
リ
グ

ラ
ム
以
下
言
間
平
均
値
）
の
機
能

を
も
つ
も
の
。

※
補
助
金
を
受
け
る
に
は
、
事
前

に
所
定
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
生
活
環
境
課
終
末
処

理
セ
ン
タ
ー
壷
（
師
）
２
３
７
９
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼補助金額言
い
。

▼
応
募
上
の
注
意
①
作
品
は
未

発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。
②
応

募
作
品
に
は
、
原
則
と
し
て
返
却

し
ま
せ
ん
。
③
応
募
作
品
に
は
、
住

所
、
氏
名
年
齢
、
電
話
番
号
、
職

業
詞
撮
影
場
所
、
撮
影
年
月
、
撮
影

時
刻
、
題
名
を
記
入
し
た
応
募
票

を
必
ず
添
え
て
く
だ
さ
い
。
④
第

一
使
用
権
は
主
催
者
に
帰
属
し
、

手
黄
沼
カ
レ
ン
ダ
ー
ほ
か
刊
行
物

に
使
用
し
ま
す
の
で
、
原
版
を
借

用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
発
表
７
月
中
旬
個
人
宛
に
通

知
寅
黄
者
の
曇

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
我

孫
子
１
８
５
８
市
役
所
内
ク
リ
ー

ン
手
蛮
沼
推
進
協
議
会
事
務
局
盆

（
蓮
１
１
１
１
内
線
５
６
８
へ

警
察
で
は
、
４
月
即
日
か
ら
沁

日
ま
で
関
係
機
関
、
団
体
と
協
力

し
て
防
犯
（
プ
ル
ー
ゾ
ー
乙
運
動

を
実
施
し
ま
す
。
安
全
で
社
会
秩

辮
春
の
防
犯
運
動
を
実
施

負ム

自
転
車
の
無
料
防
犯
登
録
も

一一一一一一一一一一一一一一一一 一
ロ

序
の
あ
る
街
づ
く
り
に
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
運
動
の
重
点
〉

①
侵
入
盗
の
防
止

②
オ
ー
ト
バ
イ
盗
、
自
転
車
盗
の

防
止
③
子
供
を
犯
罪
の
被
害
か
ら
守
る

、
フ（

市
民
生
活
謀
。
我
孫
子
警
察
署
）

ま
た
、
こ
の
運
動
の
一
環
と
し

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
方
が
出
産
し
た
と

国民健康保険加入者

出産費補助が4月
から24万円に増額

|q福祉ﾀｸｼー、

|利用対象が
|広がりました
▼しす料夕
I対た・金ク身
‘象。そのシ体

|書の－1陣
，。蕊部嘉鬘

福祉タクシーク

「

身
体
障
害
者
や
精
神
薄
弱
者
が
の
方

タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
場
合
に
▼
発
行
枚
数
１
月
４
枚
秀
一

料
金
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
だ
し
《
人
工
透
析
で
通
院
さ
れ
一

す
。
そ
の
対
象
範
囲
が
広
が
り
ま
る
方
睦
１
月
８
枚
）

し
た
。

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ

▼
対
象
者
○
身
体
障
害
者
手
帳
障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
係
一

９
６
’
９
０
Ｊ
９
０
ｎ
９
０
０
＆
Ｉ
９
０
６
ｒ
７
９
０
４
ｒ
１
９
０
ａ
り
０
４
９
．
‐
‐
‐
川
仙
‐
‐
“
ｈ
１
０
６
Ｉ
７
１
１
０
６
Ｉ
ｒ
９
０
６
ｒ
７
０
６
△
１
９
９
０
０
●
０
４
７
１
１
１
０
１
，
』

て
、
市
防
犯
協
議
会
と
我
孫
子
警

察
署
で
は
、
自
転
車
の
防
犯
登
録

を
無
料
で
受
け
付
け
ま
す
。
防
犯

登
録
と
は
自
転
車
が
盗
難
さ
れ
、

他
の
場
所
で
発
見
さ
れ
た
時
、
登

録
番
号
に
よ
り
所
有
者
が
わ
か
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。

▼
日
時
４
月
加
日
（
月
）
午
前
、

時
か
ら
正
午
（
雨
天
中
止
）

▼
場
所
我
孫
子
駅
南
口
駐
輪
場

き
、
出
産
費
用
の
一
部
を
補
助
し

て
い
ま
す
。
３
月
誕
日
ま
で
は
巧

方
円
の
補
助
額
だ
っ
た
の
が
、
４

月
１
日
以
降
の
出
産
か
ら
型
万
円

（
双
子
の
場
合
は
倍
額
）
を
補
助

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
国
か
ら
の
補
助
基
準

額
が
増
額
さ
れ
る
こ
と
に
と
も
な

っ
て
改
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
補
助
を
受
け
る
時
は
、
世

帯
主
か
ら
の
申
請
が
必
要
で
す
。

出
生
届
を
済
ま
せ
て
か
ら
、
次
の

も
の
を
持
参
の
う
え
、
国
保
年
金

課
ま
た
は
各
支
所
へ
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
持
参
印
鑑
、
保
険
証
、
世
帯
主

の
預
金
通
帳

▼
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課
給

付
係

効
）
で
行
っ
て
い
ま
ず
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課
泰

通
防
犯
係
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

所
持
者
で
、
そ
の
等
級
が
１
．
－

２
級
の
方
、
○
精
神
薄
弱
者
更
一

生
相
談
所
で
重
度
と
判
定
さ
れ

た
方
ま
た
健
療
青
手
帳
所
持
．
一

考
で
、
そ
の
程
度
が
④
、
④
の
一

１
、
⑧
の
２
，
Ａ
の
１
，
Ａ
の
２
－

の
方

▼
発
行
枚
数
１
月
４
枚
秀
一

だ
し
《
人
工
透
析
で
通
院
さ
れ
一

る
方
は
、
１
月
８
枚
）

内
（
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
－
向
ｃ
で

先
着
１
０
０
台
無
料

※
最
寄
り
の
自
転
車
店
で
は
、
防

犯
登
録
を
５
０
０
円
（
７
年
間
有

市
民
生
活
課
交

「
く
ら
し
に
生
か
そ
う
平
和
憲

法
」
を
テ
ー
マ
に
、
毎
年
５
月
３
日

に
憲
法
を
考
え
る
市
民
の
集
い
を

開
い
て
哩
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

竃
法
桑
溺
条
に
は
、
「
す
べ
て
国

民
は
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限

度
の
生
活
を
営
む
権
利
を
有
す

る
」
と
あ
り
ま
す
。
生
存
権
・
国
の

社
会
保
障
義
務
を
規
定
し
た
条
文

で
す
。〃
集
い
〃
で
は
こ
れ
か
ら
の
高
齢

識壱壱晁邑嗣昆鴫いI

＝支え合う老後のくちしを＝
r

社
会
に
、
こ
の
第
溺
条
の
糖
神
を

ど
う
生
か
し
た
社
会
を
作
っ
て
い

く
べ
き
か
を
考
え
、
一
昨
年
大
熊

一
夫
氏
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
老
人

問
題
）
を
迎
え
、
北
欧
の
高
齢
者
福

祉
を
中
心
に
勉
強
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
こ
の
生
存
権
を
生
か

す
た
め
に
地
域
で
何
が
出
来
る

か
請
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
、
一
歩
進
め
て
み
な
さ
ん
と
共

に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
５
月
３
日
（
祝
）
午
前
、

時
か
ら

▼
場
所
市
民
会
館
大
会
議
室

▼
内
容
午
前
、
時
か
ら
映
画

「
安
心
し
て
老
い
る
た
め
に
」
翁

田
澄
子
さ
ん
が
寓
齢
社
会
に
お
け

る
問
題
を
追
及
し
た
映
画
）
、
午
後

１
時
か
ら
雛
猿
と
報
告
、
石
毛
銭

子
氏
（
町
田
市
の
福
祉
公
社
に
つ

い
て
）
、
赤
穂
律
子
氏
（
鎌
ヶ
谷
市

の
在
宅
福
祉
サ
Ｉ
ビ
ス
に
つ
い

て
）
、
市
福
祉
部
長
倉
れ
か
ら
の

老
人
福
祉
に
つ
い
重

▼
入
場
料
前
売
り
１
０
０
０
円

当
日
売
り
１
３
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
憲
法
を
考
え
る

市
民
の
集
い
実
行
委
員
会
事
務
局

垂
（
理
１
１
１
１
内
線
５
１
９

一

人槽区分

槽
槽
槽
槽
槽
槽

人
人
人
人
人
人０

５
６
７
８
９
１

1基当りの補助限度額

600,000円

700,000円

800,000円

900,000円

1,000,000円

1,100,000円

長
（
広
報
広
聴
課
長
）
渡
辺
武
▼

４
月
の
人
事
異
動

組
織
の
一
部
も
変
更

市
民
生
活
課
長
ヨ
ミ
ユ
ニ
テ

ィ
課
長
）
坂
上
正
之
▼
教
育
委

員
会
事
務
局
公
民
館
長
（
市
民

生
活
課
長
）
今
井
正
夫
▼
監
査

委
員
会
事
務
局
次
長
（
児
童
保

４
月
１
日
付
で
市
の
人
事
異
給
食
係
と
学
校
保
健
係
の
２
係
育
課
長
）
伊
東
幸
雄
▼
児
童
保

動
が
行
わ
れ
、
１
９
４
名
に
辞
に
指
導
課
に
は
教
育
研
究
所
準
育
課
長
（
施
設
建
設
課
長
）
関
重

令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
術
室
を
、
公
民
館
の
中
に
中
央
公
男
▼
施
設
建
設
課
長
（
道
路
課

ま
た
、
組
織
の
一
部
も
改
正
民
館
と
湖
北
地
区
公
民
館
が
新
設
長
補
佐
）
尾
高
朝
雄
▼
広
報
広

さ
れ
、
企
画
財
政
部
に
貨
物
線
さ
れ
ま
し
た
。
聴
課
長
（
都
市
改
造
課
長
補
佐
）

跡
地
対
策
室
を
、
高
齢
者
福
祉
な
お
、
課
長
級
以
上
の
異
動
は
中
野
洋
▼
消
防
本
部
予
防
課
長

課
に
保
健
医
療
係
を
、
建
築
指
次
の
と
お
り
で
す
。
（
前
睡
茜
消
防
署
副
署
長
）
河
村
三

導
課
に
開
発
審
査
係
を
新
設
。
◎
部
長
級
▼
貨
物
線
跡
地
対
策
郎
▼
消
防
本
部
警
防
課
長
（
湖

教
育
委
員
会
事
務
局
で
も
、
学
室
長
（
企
画
財
政
部
参
事
）
豊
嶋
誠
北
分
署
長
）
鈴
木
健
三

校
教
育
課
保
健
給
食
係
が
学
校
◎
課
長
級
▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

｜
’
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一ドウィークー感「
虹
世
紀
は
高
齢
者
社
会
と
も

い
わ
れ
、
現
在
、
寝
た
き
り
の
高
齢

者
に
対
す
る
医
療
に
関
心
が
集
ま

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
将
来
的
に
も

在
宅
の
病
人
が
増
え
る
こ
と
も
予

想
さ
れ
、
在
宅
診
療
の
要
求
は
高

ま
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
」
と
４
月

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
在
宅
歯
科
診

癖
制
度
の
必
要
性
を
話
す
。

こ
の
制
度
は
、
妬
歳
以
上
の
寝

た
き
り
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
歯

科
診
療
の
希
望
が
あ
れ
ば
、
歯
科

医
師
が
訪
問
し
診
療
を
行
う
も
の
。

し
か
し
、
塩
た
き
り
の
方
の
病
状

は
様
々
で
あ
り
、
そ
の
対
応
は
大

変
難
し
い
。
そ
の
た
め
に
、
診
療
で

き
る
か
ど
う
か
事
前
に
訪
問
診
査

を
行
う
。

第B回（

手賀沼探鳥会を開催
200

バ
ー
ド
ウ
ィ
ー
ク
（
５
月
、
円

か
ら
妬
旦
に
ち
な
み
、
我
孫
子
野

鳥
を
守
る
会
、
（
財
）
山
階
膨
緬
研

究
所
、
市
烏
の
博
物
館
の
三
者
共

樅
で
、
手
斑
沼
探
烏
会
を
実
施
し

ま
す
。こ
の
探
烏
会
は
今
年
で
３
回
目

を
迎
え
ま
す
が
、
１
．
２
回
と
も
参

加
者
が
１
０
０
名
以
上
集
ま
り
好

評
で
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
の
説
明
を

聞
き
な
が
ら
の
探
烏
会
は
、
手
鏡

沼
の
脇
と
自
然
を
見
直
す
よ
い
機

会
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ

歯
科
医
師
会
と
し
て
も
初
め
て

の
取
り
組
み
の
た
め
、
対
応
も
恢

重
だ
。
ま
た
、
訪
問
診
療
の
た
め
治

療
に
も
限
界
が
で
て
く
る
。

「
今
年
度
は
、
主
に
義
歯
の
調
整

と
ロ
の
中
の
洗
浄
を
行
っ
て
行
く

予
定
で
す
。
と
に
か
く
、
初
め
て
行

う
こ
と
な
の
で
、
ど
ん
な
事
例
が

今
年
は
基
盤
づ
く
り
を

1

い
◎▼

期
日
５
月
、
日
（
日
）
雨
天
の

場
合
は
画
日
に
延
期

▼
日
程
市
役
所
正
面
玄
関
前
で

受
付
（
午
前
９
時
か
ら
９
時
鋤
分
）

↓
食
し
切
り
バ
ス
で
五
本
松
公
剛

へ
移
動
↓
手
賀
沼
遊
歩
道
を
探
烏

（
小
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
リ
ー
ダ
ー

が
つ
き
ま
す
）
↓
山
階
鳥
類
研
究

所
前
で
ま
と
め
の
後
解
散
（
正
午

か
ら
午
後
哩
時
訓
分
の
予
定
）
全

コ
ー
ス
約
３
輪
画
。

▼
参
加
費
査
料
代
と
し
て
１
人

出
て
く
る
の
か
は
、
予
想
が
つ
き

ま
せ
ん
。
今
年
は
、
将
来
へ
向
け
て

の
基
盤
づ
く
り
で
す
ね
」
と
じ
っ

く
り
か
ま
え
る
。

と
か
く
、
口
の
中
は
食
べ
物
の

入
り
口
の
わ
り
に
お
ろ
そ
か
に
な

り
や
す
い
と
こ
ろ
。
義
歯
が
あ
わ

な
い
だ
け
で
も
食
べ
ら
れ
な
い
場

在宅歯科診療に協力する

歯科医師会の会長を務める
腹もる

勝由胤ん
（東我孫子）

１
０
０
円
（
小
学
生
以
上
）

▼
持
参
雨
具
メ
モ
帳
、
錘
記
用

具
。
こ
の
ほ
か
双
眼
鏡
、
図
鑑
、
水

椅
が
あ
れ
ば
便
利
。

▼
定
員
先
譜
１
５
０
名

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
５

月
５
日
（
祝
）
ま
で
に
電
話
で
烏
の

博
物
館
垂
（
理
２
２
１
２
へ
、
な

お
、
当
日
の
実
施
、
延
期
の
問
い
合

わ
せ
は
、
午
前
７
時
抑
分
か
ら
同

博
物
館
へ

※
当
日
は
、
受
付
場
所
の
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
率
で
の
参

加
は
ご
遠
感
く
だ
さ
い
。

ノ

合
も
あ
る
。
歯
を
長
持
ち
さ
せ

る
に
は
、
甘
い
物
を
ひ
か
え
へ
食

べ
た
ら
み
が
く
し
か
な
い
。

「
こ
の
診
療
で
一
人
で
も
多

く
の
人
が
自
分
の
ロ
か
ら
食
べ

物
を
た
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ

ば
い
い
で
す
ね
」
と
願
う
。

そ
し
て
「
将
来
的
に
は
口
腔

保
健
セ
ン
タ
ー
で
も
で
き
て
、

そ
こ
へ
寝
た
き
り
の
人
を
搬
送

し
、
総
合
的
に
治
療
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
」
と

夢
を
謡
っ
た
。

な
お
、
今
年
度
か
ら
６
月
１

日
と
ｎ
月
１
日
の
健
康
メ
モ
は

歯
科
医
師
会
か
ら
の
原
稿
を
褐

戦
し
ま
す
。

戦
没
者
等
の
遮
族
（
戦
没
者
死

亡
当
時
の
三
親
等
内
の
親
族
）
で

次
の
要
件
を
満
た
す
方
に
、
第
５

回
特
別
弔
慰
金
（
額
面
は
娼
万
円

の
国
憤
）
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
要
件
①
昭
和
帥
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
元
年
３
月
誕
日
の
間
に

公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
の
受

給
権
者
が
避
族
内
に
い
な
く
な
っ

た
方
、
②
昭
和
帥
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
元
年
４
月
１
日
の
問
に
、

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
謹
法

に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得

し
た
方

▼
請
求
期
限
６
月
幻
日

藪
雛
瀦
剛
ラ
イ
ト
ブ
ル
ー
少
年
賞
を
受
賞

戦
没
者
の

遺
族
の
皆
さ
ん
へ

《

▼
日
時
第
１
．
２
．
３
金
蝿
日
午

後
２
時
か
ら
４
時

▼
場
所
柏
保
健
所

諦
求
手
続
き
が
ま
だ
お
済
み
で

な
い
方
は
、
厚
生
課
社
会
係
壷

（
理
１
１
１
１
内
線
３
０
９
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ユ
榊
邸
騨
湖
柏
保
健
所
予
防
課
ａ
（
師
）
１
２
５
５

３
月
記
日
（
木
）
、
平
成
３

年
度
の
ラ
イ
ト
プ
ル
ー
少
年

賞
を
受
費
し
た
日
本
ガ
ー
ル

ス
カ
ウ
ト
千
葉
県
第
妬
団

（
久
寺
家
）
の
代
表
者
２
名

宙
中
順
子
さ
ん
Ｉ
写
真

左
、
沢
田
桂
子
さ
ん
Ｉ
同
中

央
）
が
、
教
育
委
員
会
事
務
局

を
訪
れ
、
中
村
教
育
長
に
受

蛍
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
蛍
は
、
毎
年
県
内
の

過
歳
未
満
の
個
人
や
団
体
を

教
育
長
に
受
賞
を
報
告

’
対
象
に
、
特
別
に
優
れ
た
善
行
者

を
表
彰
。
３
年
度
は
、
個
人
皿
人
と

９
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

第
妬
団
は
、
発
団
以
来
巧
年
間

に
渡
る
地
域
の
清
掃
活
動
が
認
め

ら
れ
、
今
回
の
受
没
と
な
り
ま
し

た
。

報
告
を
受
け
た
中
村
教
育
長

は
、
「
今
後
も
、
地
域
の
青
少
年
の

模
範
と
な
る
よ
う
な
環
境
美
化
運

動
を
続
け
て
く
だ
さ
苫
と
励
ま

し
て
い
ま
し
た
。

▼
対
象
①
心
の
病
で
悩
ん
で
い

る
方
②
子
供
の
態
度
や
心
の
状

態
が
気
に
な
る
方

▼
内
容
精
神
保
健
相
談
員
と
蛎

託
医
に
よ
る
相
談

三
月
半
ば
の
く
さ
む
ら
に
、
夕

〆
ポ
ポ
の
よ
う
な
茨
色
い
花
を
つ

戸
呵
“
‐

あび
～

ｰ／~④ ､一、

け
た
オ
オ
ジ
シ
バ
リ
が
姿
を
見
せ

て
い
た
。

オ
オ
ジ
シ
バ
リ
は
田
の
あ
ぜ
や

道
端
で
よ
く
見
掛
け
る
難
で
あ
る
。

茎
は
地
而
を
は
い
、
春
か
ら
夏

に
か
け
て
花
茎
を
伸
ば
し
、
舌
状

花
だ
け
の
頭
花
を
つ
け
る
。

こ
の
草
に
似
た
も
の
に
ジ
シ
バ

リ
が
あ
る
。
ジ
シ
バ
可
と
い
う
名

は
、
細
長
い
針
金
の
よ
う
な
茎
が

▼
日
時
第
２
．
４
火
畷
日
午
後

１
時
か
ら
３
時

▼
場
所
柏
保
健
所

▼
対
象
①
ア
ル
コ
ー
ル
で
お
困

り
の
方
②
シ
ン
ナ
ー
、
薬
物
乱

用
で
お
困
り
の
方

▼
内
容
専
門
医
に
よ
る
相
談

▼
申
し
込
み
電
話
予
約

▼
日
時
第
２
．
４
火
唯
日
午
後

▼
申
し
込
み
遜
話
予
約

オオジジパリ

(きく ）科
t

▼
日
時
第
１
木
峨
日
午
前
９
時

訓
分
か
ら
正
午
、
第
３
木
咄
日
午

前
９
時
釦
分
か
ら
午
後
２
時

▼
場
所
柏
保
健
所
及
び
所
外

▼
対
象
社
会
復
帰
途
上
の
緬
神

障
害
者

▼
内
容
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
料
理
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
じ

て
、
人
と
の
交
流
や
社
会
性
の
回

復
を
目
指
す

▼
申
し
込
み
遮
話
で
予
防
課
へ

▼
日
時
第
３
火
峨
日
午
後
２
時

か
ら
４
時
訓
分

▼
場
所
柏
市
教
育
福
祉
会
館

▼
対
象
酒
害
者
及
び
家
族

▼
内
容
断
酒
会
風
を
含
め
た
酒

害
教
育

▼
申
し
込
み
電
話
予
約

▼
場
所
柏
保
健
所

▼
対
象
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
者

及
び
そ
の
家
族

▼
内
容
専
門
医
に
よ
る
集
団
指

導▼
申
し
込
み
電
話
予
約

で
、
葉
は
卵
形
で
あ
る
。
オ
オ
ジ

シ
バ
リ
は
名
前
の
通
り
、
ジ
ジ

バ
リ
よ
り
も
大
型
で
、
花
の
直

径
が
約
三
セ
ン
チ
、
葉
も
へ
ら

状
な
の
で
区
別
が
つ
く
。

ジ
シ
バ
リ
や
オ
オ
ジ
シ
バ
リ

は
、
茎
を
折
る
と
白
い
乳
液
が

で
る
。果

実
は
冠
毛
と
呼
ば
れ
る
白

い
毛
を
持
ち
、
風
に
よ
っ
て
飛

ば
さ
れ
や
す
い
。

こ
の
草
の
茎
や
葉
を
陰
干
に

好ろ地

’
一

母
子
・
父
子
家
庭
の

医
療
費
を
助
成

、
れ
る
保
険
医
療
没
、
歯
科
治
療

識
、
調
剤
渋
の
自
己
負
担
額
か

ら
次
の
額
を
除
い
た
額
。

◎
入
院
１
日
に
つ
き
３
０
０

母
子
ま
た
は
父
子
家
庭
の
母
で
医
療
機
関
に
か
か
っ
た
方
は
、
円
◎
通
院
１
か
月
に
つ
き

及
び
父
並
び
に
鵡
歳
未
満
の
児
児
亜
保
育
課
へ
申
請
し
て
く
だ
き
１
０
０
０
円
◎
調
剤
１
か

童
（
父
母
の
い
な
い
児
童
を
含
い
・
た
だ
し
、
前
年
度
の
所
得
税
が
月
に
つ
き
１
０
０
０
円

運
に
対
し
て
医
探
没
の
一
部
非
課
税
の
世
帯
に
限
り
ま
す
。
▼
問
い
合
わ
せ
児
童
保
育
課

を
助
成
し
ま
す
。
病
気
や
ケ
ガ
▼
助
成
額
保
険
制
度
が
適
用
さ
児
童
家
庭
係

心
の
健
康
相
談

ア
ル
コ
ー
ル
・
グ
ル
ー

プ
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ア
ル
コ
ー
ル
悩
み
ご
と
相
談

|精
一口■

障
害
者
テ
イ
ケ
ア

ラ
ブ
可
樹
の
会
」

酒
害
教
室
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》

さいとう あみ

亜実ちゃん
(久寺家。1歳）

斉藤』
帆ゴミゼロ最前線いをテーマに、

リサイクルの徹底とゴミの減霊に

ついて考えてみませんか。

伝日時4月23日(木)午前10時か

ら午後4時

シ場所湖北地区公民館

し問い合わせ市民生活課

惨練習日時毎週木曜日、午後7

時から8時30分(会費月1000円）

し場所白山中学校武道場

惨対象小学生の男・女

候申し込み・問い合わせハガキ

に住所、氏名、年齢、学校名、学

年、保護者名、電話番号を明記し、

4月30日(土)までに緑1の2の18

浅野雅夫壷(82)2841へ

伝試験日6月28日（日）

し会場日本大学理工学部（船橋

市習志野台7の24の1）

倖願書受付・問い合わせ4月21

日(火)から24日(金)まで|こ市消防

本部予防課盈(84)0119へ

※願書は消防署・分署にあります。
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声

や
’ ’ ’チャリティーえびね展 新潟県人

《
室

画
もりもとよう

森本陽《ん
（天王台．11か月）

ん

_I
｜

｜’ ’
し曰時4月25巳(土)、26日（日）

午前9時から午後6時(入場無料）

少場所井手ロホール（手賀沼公

園前）

し問い合わせ我孫子東洋蘭友の

会秋坂念(88)2339

画回回目

新潟県出者の方ご連絡ください。

歩連絡先斎木云(88)8248

⑳⑤⑭圃圃
▼日本電気労働組合我孫子支部様

からつくばね共同作業所に年末バ

ザー収益金からBSチューナー内

蔵型ビデオデッキとBSアンテナ

セット(12万円相当)の寄贈があり

ました。

▼社会福祉事業基金にと我孫子新

潟県人会様から2万円、まごし如

愛の塞金会様(根戸)から1万4044

円の寄付がありました。

エアロビクス同好会員

平成4年4月1日現在
人口121,742人男
●市役所本庁85-1111

傍曰時毎月第1．3火曜日（午

後1時～2時30分）、第2．4火

曜日（午前10時～11時40分）

し場所根戸近隣センター（場所

が確保されだ場合に限る）

し会費月2500円(入会金削000円）

し申し込み・問い合わせ真辺壷

(85)2607

＊世帯数39,644世帯
60,979人女60,763人

●市民図書館本館84-1110湖北台
分館87-3055布佐分館89-1311
移動図書館87-0909
●都市改造事務所85-1171
●身体障害者福祉センター88-0141
●あらき園88-4188
●つつじ荘88-0123
●生活環境課(浄化槽)87-2379
（ゴミ)87-0015（し尿)88-2547
●布佐南近隣センター89-3740
●天王台北近隣センター82-9988
●根戸近隣センター83-5363
●市民センター寿83-7722湖北
台88-9927布佐89-1193

’SB体操教室生
０

日

■

０

日

Ⅱ

Ⅱ

０

８

１

Ｊ

。

若い人から高齢者まで気軽にで

きる健康俸操です。

け日時5月8日・13日・22日・

27日、6月5日の5回午前10時か

ら正午（参加費1000円）

し場所根戸近隣センター

修定員20名（応募多数の場合は

抽選）

し申し込み・問い合わせハガキ

に住所、氏名、年齢、性別、電話

番号を明記し、4月25日（土、必

着）までに我孫子1684教育委員会

体育課念(85)1151へ

’
湖北台バドミ
トンクラブ

ン
員

シ練習日時毎週円曜日（午後1

時～3時)、水曜日(午後7時～9時）

し場所湖北台西小学校体育館

し会費4か月3000円（入会金10

00円）

昼申し込み・問い合わせ小山容

(88)5208、本間壷(88)5232

国廻国国

4月22日まで

｢交通死亡事故多発警報」

発令中です。目回国回
|籠臺高琴王電~罰
し日程・場所湖北地区公民館

’ ’
天王台北近隣センター
オープン5周年記念祭

消費生活講座
r健康にダイエット」

医曰時4月29日㈱午前11時から

少場所天王台北近隣センター

レ内容お茶会(裏干家)､大正琴、

女声コーラス、日舞など

世問い合わせ天王台北地区まち

づくり協議会渡部壷(82)9988

1諦導気尾嗅会’
し日時5月21日(木)午前g時

し場所市民体育館

し種目1～5部ランク別ダブルス

修参加責格市内在住家庭婦人

シ参加費1人900円（連盟加入

者は600円）

し申し込み・問い合わせハガキ

に2人の住所、氏名、電話番号、

ランクを明記し、5月10日(日､必

着）までにつくし野5の7の5山

口和子壷(85)2962へ

みんなで悲惨な交通事故を

なくしましょう(市民生活課）

|「
籍の届書
出部数の変更

戸
提 お詫びと訂正

3月16日号2面のコンポス

トに補助金の記事中、自己負

担額はメーカーによって若干

の差があります。お詫びして

訂正します。

｜
｜

’
4月1日から、出生届や死亡届

など戸籍の届書の提出部数は、1

通になりました。

世問い合わせ市民課戸籍係

プﾗﾝｸﾄﾝ教室参加者
第
（
9回家庭婦
ドミントン大

人
会

I
し日程5月から平成5年3月ま

で毎月1回(土曜日)、午後2時か

ら4時（参加無料）

し場所手賀沼親水広場

し内容水質保全研究所員による

講義および実験・観察

し対象小学4年生以上

し申し込み・問い合わせ電話で

手賀沼親水広場公(84)0555へ

し講師碓田千枝子氏〔元学校紀

食栄華士)､秀諏詞煩子氏（インスト

ラクター）

し定員20名（先着順、3回通し

て受講できる未受講の方、無料）

し申し込み・問い合わせ電話で

市民生活課消費生活係へ

■

I

》

｜’ ’軽自動車税納期限の変更
平成4年度から軽自動車税の納

期限は、5月31日になりました。

惨問い合わせ課税課市民税係 ’ﾃﾚﾎﾝｻービｽ冠(85)1313

I 我孫子選手権大会
会1次予選） 脈

一
鵬
一
脚
一
伽
一
伽
一
剛
一
蜘
一
跡
一
雄
一
蹴
一
小
一
沸
一
洲
一
伽
一
紬

:重健康相談＝つつじ荘11:00～12?00

’
１
１ 錨
鰯
４
月
翻
翻

感術市厳流ﾗザ割暗
|〉日時4月29日(祝)午前9時開
|始(雨天の場合は5月3日）
腰場所手賀沼公園庭球場

し種目一般男・女ダブルス、壮

年男子ダブルス

し参加責格高校生以上の市内在

住・在勤者及び連盟会員

ら参加蓑1チーム1000円

し申し込み・問い合わせハガキ

にペアの住所、氏呂、年齢、電話

番号、種目を明記し､4月22日(水、

必着）までに下ケ戸595石嶋志康

念(82)9713へ

|家庭婦人卓球大会’
し巳時5月12日(火)午前g:時受

付（参加費1人500円〕

し場所市民体育館

医種目A､B､CDランク別シング

ル〔リーグ戦後トーナメント戦）

｜侯参加責格市内在住家庭婦人

シ申し込み・問い合わせ現金塞

留で住所、氏名、電話番号、団体

名、ランクを明記し､4月22日(水

必着）までに泉15の24山西澄子念

（84)3998へ

'第12回民謡民舞鑑賞会｜
惨巳時4月29日(祝)午前10時30

分開演

桜場所市民会館（入場無料）

し問い合わせ（民謡)中野登(88）

1791、（民霊)島田登(83)2126

＝税務相談＝市民相談室10:00～15:00(予約制）
惨参加資格県内中小企業者

修日程月1回程度、年12回を予

定（参加無料）

昼申し込み・問い合わせ所定の

申請書等を4月30日(木)までに、

干葉市中央区市場町1の1県商工

労働部工業課指導係云0472(23)27

25q月29日からは043(223)2725)/､

’第3回獅子而美臓鵬展 〃酒害相談＝保健センター9;30～11:30
－少年の日

・日曜当番医＝テレホンサービス

ボ毒体日鯛歯科診麗日=休日薊急騨認而(雨民芸篭内)9:Ⅱ~11:30
〃結婚相談=寿市民センター10:00~14:00〃家庭の日

一消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
9壷心配ごと相談=寿市民ｾﾝﾀー 9:00~15:00壷つつじ荘休館
g壷市民図霧館休館匝奉･鳥の博物館休館

し日時4月16日（木）から19日

(日)午前10時から午後5時（19日

は正午まで）

戸場所市民会館（入場無料）

し問い合わせ我孫子市美術家協

会鈴木壷(82)0900

’ ’英会話サークル会員｜

|’ ’
＝法律相談＝市民相談室9:00から先着10名程度

ピカソ陶
彗
云 展

シ日時毎週木曜日、午前10時か

ら正午（会費月4000円）

伝場所市民会館

し内容外国人とある程度話せる

レベル

医申し込み・問い合わせ高井壷

(84)9086

世曰時4月23日(木)から5月10

日(日)午前10時から午後9時

シ場所柏高島屋ステーションモ

ールs館8階スペーシアム

レ入場料一般600円、高校・大

学生400円、小・中学生200円

戸問い合わせ柏高島屋ステーシ

ョンモール企画冒伝課査(48)2100

K壷消賓生活相談＝市民相談室11:00～15;00
－アルコール家族教室＝天王台青年館13:30～16:00

家庭婦人卓球大会

【蚕人権・行政相談＝市民相談室10:00～15:00

｜
’ ’英会話勉強会会員

ビァ市役所閉庁(一部の施設は除く）

’
| シ日時毎週水曜日、午後2時か

ら4時（会費月2000円）

伝場所市民会館

抄内容NHK続墓礎英語程度

ら申し込み・問い合わせ片岡盃

(87)0521

我孫子の文化を守る会
壷日曜当番医＝テレホンサービス
辱林日鴻閏科鍼日=休日鴻鋤診銅価監鋤)9:Ⅱ~11:30

壷心配ごと相談＝布佐支所9:00～15:00
[蚕市民図醍休随一市民体育館休鴎＝鳥の剛漉休鬮
E蚕つつじ荘休餡‘毒水道料金納入期限=預金口盟罐日

置法律相談＝市民相談室9:00から先着10名程度
壷つつじ荘休館

‘壷休日当番医＝テレホンサービス
=休日鱸歯科”日=休日総歯科謡所(市民会館内)9:Ⅱ~11:30
毒市民図害館休館壷つつじ荘休館

一国民年金保険料納期限＝口座振替日
＝市民図書館休館
壷鳥の博物館休館

◎第12回文化構演会（入場無料）

し日時4月26日(日)午後2時

，場所市民会館第2．3会議室

し演題r我孫子の文化についてJ

（市議会議員6氏）

伝問い合わせ兵藤盃(82)7211

．第10回郷土美術展（入場無料）

修日時4月23日（木）から26日

(日)午前9時から午後5時

候場所市民会館第2．3会議室

惨問い合わせ田崎金(82)0826

ノ

灘

1

1
ママさん
ｿﾌﾄｰﾙ第12回民謡民舞鑑賞会 いるか~ず部員

篭し練習日時毎週火．金曜日、午

前g時30分から正午

し場所湖北台球場

歩申し込み・問い合わせ古内容

(87)0187
一

－

一

日 程

5月12日

19日

26日

時間

午後

1：30

I

8：30

テーマ

4群点叡法とエクササ

イズq本操）

侭穂涯工ｸｻｻｲｽ゙

鑑活の点検とｴｸｻｻｲｽ゙

日曜当番医｡1週間の行事




